
１　被保険者数及び要介護等認定者数の推移 ２　介護保険サービス見込量の基本的な推計方法

○被保険者数の推移 単位：人

H30 R元 R2 R3 R4 R5 【推計方法】

総数 185,754 185,671 185,689 183,191 182,169 181,148 180,655 152,142

第1号被保険者数 85,353 86,209 87,051 88,566 89,035 89,504 90,444 90,223

第2号被保険者数 100,401 99,462 98,638 94,625 93,134 91,644 90,211 61,919

（計算例）

【推計方法】・H30～R2年度

　　各年度の9月30日現在の実績（厚生労働省「介護保険事業状況報告（月報）」） ①在宅サービス対象者数

・R3～R22年度 　　＝　認定者数　－　施設・居住系サービス利用者数（※1）

　　厚生労働省による推計（地域包括ケア「見える化」システム） 　　＝　3,630人　－　130人　＝　3,500人

年度 要介護1 要介護2・・・・・

R3 3,500　　　①

○要介護等認定者数の推移 単位：人 ※1　施設・居住系サービスとは

H30 R元 R2 R3 R4 R5

16,876 17,142 17,231 17,324 17,581 17,908 18,607 22,324

要支援1 1,776 1,842 1,897 1,960 1,994 2,015 2,081 2,335

要支援2 1,897 1,928 1,948 1,966 1,993 2,023 2,082 2,384 ②訪問介護　利用率 単位：％

要介護1 3,721 3,798 3,674 3,630 3,668 3,720 3,853 4,507 期 年度 要介護1 要介護2・・・・・

要介護2 3,200 3,090 3,151 3,108 3,129 3,210 3,338 4,033 H30（利用実績平均） 42.9

要介護3 2,227 2,314 2,309 2,335 2,404 2,455 2,559 3,155 R元（利用実績平均） 43.4

要介護4 2,112 2,185 2,262 2,326 2,379 2,438 2,554 3,268 R2（利用見込み） 44.3

要介護5 1,943 1,985 1,990 1,999 2,014 2,047 2,140 2,642 R3 45.0　=44.3＋0.7　　②

要介護3～5 6,282 6,484 6,561 6,660 6,797 6,940 7,253 9,065 R4 45.7　=45.0＋0.7

要介護1～5 13,203 13,372 13,386 13,398 13,594 13,870 14,444 17,605 R5 46.4　=45.7＋0.7

【推計方法】・H30～R2年度 ③訪問介護　利用者数

　　各年度の9月30日現在の実績（厚生労働省「介護保険事業状況報告（月報）」） 　　＝　在宅サービス対象者数①　×　利用率②

・R3～R22年度 　　＝　3,500人　×　45.0％　＝　1,575人

　　厚生労働省による推計（地域包括ケア「見える化」システム） 年度 要介護1 要介護2・・・

　　　各年度の認定者数＝各年度の被保険者数×各年度の認定率 R3 1,575

　　　R3年度の認定率＝R2年度の認定率＋伸び率（＝（R2認定率－H30認定率）/2）

　　　R4年度以降の伸び率は一定であると仮定し、前年度の認定率に伸び率を加えて推計しています。 ④訪問介護　サービス見込量

　　＝　利用者数③　×　利用日数・回数/人・月（※2）

　　＝　1,575人　×　13.4回/人・月　＝　21,105回/月

年度 要介護1 要介護2・・・ 合計

R3 21,105 サービス見込量

要介護2から要介護5までを同様に計算し、これらの合計が訪問介護のサービス見込量となります。

計画期間 第7期 第8期
R7

年度

計画期間 第7期 第8期
R7

年度

総数

R22

R22

第7期

第8期

　要介護度別のサービス対象者数（①）にこれまでの実績等から算出した利用率（②）を乗じ、利用者数を求めます（③）。
　さらに、利用者数に1人1月あたりの利用日数・回数を乗じて、サービスの種類ごとの見込量を推計します（④）。

　　「介護老人福祉施設」「地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護」「介護老人保健施設」「介護療養型
　　医療施設」「介護医療院」「認知症対応型共同生活介護」「特定施設入居者生活介護」「地域密着型特定施
　　設入居者生活介護」
　　上記サービス利用者は、在宅サービスを利用できないことから、在宅サービス対象者から除きます。

　介護保険サービス見込量については、全国の保険者が、厚生労働省が提供する「地域包括ケア「見える化」システム」を用
いて、下記の推計方法を基本に推計することとされています。

青森市高齢者福祉・介護保険事業計画第８期計画（令和３～５年度）

介護保険サービス見込量の考え方と確保のための方策について

③（＝①×②）

0.5

0.9
0.7 （平均値）

単位：人

単位：回/月

単位：人

※2：利用率と同様の計算方法により算出

資料２
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３　介護保険サービスの見込量（施設整備反映）

〇介護サービスの見込量 〇介護予防サービスの見込量
単位 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ7 Ｒ22 単位 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ7 Ｒ22

計画値 回/月 147,411 149,342 149,134 177,077 186,302 190,487 200,336 277,002 計画値 人/月

実績値 回/月 156,196 162,751 170,947 実績値 人/月 1 0 0
計画値 回/月 1,951 2,024 2,054 1,543 1,505 1,509 1,499 2,148 計画値 回/月 1 1 1 1 1 1 1 1
実績値 回/月 1,872 1,721 1,615 実績値 回/月 1 0 0
計画値 回/月 7,192 7,245 7,206 8,204 8,469 8,635 9,065 12,393 計画値 回/月 226 237 245 276 269 267 279 317
実績値 回/月 7,528 7,421 8,083 実績値 回/月 230 283 262
計画値 回/月 1,451 1,638 1,823 1,820 1,908 1,934 2,020 2,640 計画値 回/月 90 110 160 74 76 76 76 89
実績値 回/月 1,800 2,246 1,811 実績値 回/月 81 99 81
計画値 人/月 1,459 1,505 1,521 1,561 1,580 1,558 1,637 2,255 計画値 人/月 21 23 26 20 20 20 20 24
実績値 人/月 1,544 1,566 1,571 実績値 人/月 19 20 19
計画値 回/月 20,456 20,339 20,029 20,921 21,134 21,353 21,122 26,917 計画値 人/月

実績値 回/月 21,395 21,629 20,689 実績値 人/月 10 0 0
計画値 回/月 14,571 15,046 15,426 12,522 12,419 12,310 11,952 15,248 計画値 人/月 499 529 559 505 511 516 531 603
実績値 回/月 12,672 12,735 11,928 実績値 人/月 480 482 498
計画値 日/月 8,827 9,720 10,503 7,065 7,336 7,416 7,788 10,806 計画値 日/月 36 20 23 23 23 22 22 28
実績値 日/月 7,458 7,215 7,141 実績値 日/月 34 25 25
計画値 日/月 645 542 492 569 570 571 362 498 計画値 日/月 4 2 2 9 9 9 9 9
実績値 日/月 628 663 377 実績値 日/月 3 6 8
計画値 人/月 5,018 5,200 5,332 5,680 5,936 6,092 6,374 8,381 計画値 人/月 529 577 623 647 677 690 711 809
実績値 人/月 5,121 5,310 5,519 実績値 人/月 515 552 604
計画値 人/月 53 52 44 61 62 63 65 84 計画値 人/月 15 13 16 16 16 16 16 19
実績値 人/月 59 55 60 実績値 人/月 14 15 15
計画値 人/月 39 31 22 50 51 53 47 60 計画値 人/月 17 17 15 24 24 24 25 29
実績値 人/月 46 51 44 実績値 人/月 20 22 22
計画値 人/月 63 66 68 61 61 63 64 79 計画値 人/月 11 14 17 3 3 3 3 3
実績値 人/月 60 58 61 実績値 人/月 7 7 3
計画値 人/月 159 159 217 152 152 210 268 268 計画値 人/月 1 1 1 2 2 2 2 2
実績値 人/月 156 155 152 実績値 人/月 2 2 2
計画値 人/月 1,014 1,032 1,068 1,046 1,064 1,082 1,118 1,118 計画値 人/月 2 3 5 4 4 5 7 7 (4)
実績値 人/月 977 1,009 1,028 実績値 人/月 6 6 4
計画値 人/月 31 31 31 31 31 60 77 77 計画値 回/月 23 50 77 4 4 4 4 4
実績値 人/月 28 29 31 実績値 回/月 16 18 4
計画値 人/月 181 267 323 184 184 212 268 268 計画値 人/月 706 696 686 1,119 1,162 1,189 1,224 1,393
実績値 人/月 126 139 184 実績値 人/月 977 999 1,073
計画値 人/月 30 30 59 34 34 63 63 63
実績値 人/月 27 28 34
計画値 人/月 52 52 104 90 90 135 180 180
実績値 人/月 50 45 45
計画値 回/月 1,264 1,273 1,289 907 876 871 921 1,242
実績値 回/月 1,249 1,198 982
計画値 回/月 8,526 8,690 8,844 9,952 10,312 10,569 11,036 14,190
実績値 回/月 8,929 9,424 9,647
計画値 人/月 0 0 0 0 0 0 0 0
実績値 人/月 0 0 0
計画値 人/月 881 881 881 850 850 880 880 880 （7）①
実績値 人/月 850 854 850
計画値 人/月 1,020 1,020 1,020 935 935 935 935 935 （7）②
実績値 人/月 994 1,000 999
計画値 人/月 123 123 123 100 100 100 0 0
実績値 人/月 108 100 100
計画値 人/月 0 0 0 94 94 115 215 215 （7）②
実績値 人/月 2 20 30
計画値 人/月 8,310 8,443 8,503 8,600 8,778 8,906 9,300 11,996
実績値 人/月 8,434 8,537 8,571

- 居宅介護支援

地域密着型通所介護

夜間対応型訪問介護

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

地域密着型特定施設入居者
生活介護

特定施設入居者生活介護 特定施設入居者生活介護

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

地域密着型介護老人福祉施
設入所者生活介護 地

域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス

認知症対応型共同生活介護

認知症対応型共同生活介護 小規模多機能型居宅介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型通所介護

看護小規模多機能型居宅介
護

- 居宅介護支援

定期巡回・随時対応型訪問
介護看護

認知症対応型通所介護

福祉用具貸与 福祉用具貸与

特定福祉用具販売 特定福祉用具販売

住宅改修 住宅改修

通所リハビリテーション 通所リハビリテーション

短期入所生活介護 短期入所生活介護

短期入所療養介護 短期入所療養介護

要介護 要支援

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪問介護

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪問介護

訪問入浴介護 訪問入浴介護

訪問看護 訪問看護

訪問リハビリテーション 訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導 居宅療養管理指導

通所介護 通所介護

(2)

(6)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

【見込量の積算】地域密着型サービス

(1)  Ｒ5 152＋58（＝29×2施設）＝210

Ｒ7 210＋58（＝29×2施設）＝268

(2) Ｒ3 1,028＋18（令和3年度開設予定（（医）蛍慈会）＝1,046

Ｒ4 1,046＋18（令和4年度開設予定（（社福）慈青会）＝1,064

Ｒ5 1,064＋18（＝18×1施設）＝1,082

Ｒ7 1,082＋36（＝18×2施設）＝1,118

(3) Ｒ5 31＋29（＝29×1施設）＝60

Ｒ7 60＋17（＝17×1施設）＝77

(4) Ｒ5 184＋28（＝28×1事業所）＝212 4＋1＝5

Ｒ7 212＋56（＝28×2事業所）＝268 5＋2＝7

登録定員29人を介護及び介護予防のＲ2実績値で按分した。

介護 29×184/188≒28 介護予防 29×4/188≒1

(5) Ｒ５ 34＋29（＝29×1事業所）＝63

(6) Ｒ3 45＋45（令和３年度開設予定（（有）青森介護サービス）＝90

Ｒ5 90＋45（＝45×1事業所）＝135

Ｒ7 135＋45（＝45×1事業所）＝180

【見込量の積算】施設サービス

(7)① Ｒ5 850＋30（定員増）＝880

(7)②介護老人保健施設

Ｒ3 999-64（介護医療院への転換）

＝935

(7)②介護医療院

Ｒ3 30＋64（介護老人保健施設から

の転換）＝94

Ｒ5 94＋36（増床）-15（廃止）＝115

Ｒ7 115＋100（※）＝215

※介護療養型医療施設からの移行

介護療養型医療施設の介護医療院への

移行期限が令和6年3月末とされていること

から、令和7年度以降は、介護療養型医療

施設の計画値100を介護医療院に加える。
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４　施設整備が必要なサービス

○施設整備の基本的な考え方
・施設・居住系サービスの整備に当たっては、地域包括ケアを推進するため、住み慣れた地域での生活を支える地域密着型サービスの整備を引き続き進めます。

・在宅サービスの整備に当たっては、青森県保健医療計画との整合性を図るとともに、地域包括ケアを推進するため、住み慣れた地域での生活を支える地域密着型サービスの整備を進めます。

○整備数の決め方　　　 
・令和5年度の見込量（必要なサービス量）と現在の定員（又は利用実績）との差（不足分）を算出し、介護保険料への影響及び事業者の施設整備の意向等を考慮し、整備数を決定します。

〇需要率 単位：人 〇需要率 単位：人 〇需要率 単位：人

※入所待機者数：在宅の待機者、広域型の特養を含む。

〇不足分 単位：人 〇不足分 単位：人 〇不足分 単位：人

〇不足分のサービス量を確保するための方策 〇不足分のサービス量を確保するための方策 〇不足分のサービス量を確保するための方策

159

4.76% 4.76%

317 323 330

159 159

158 164 171

4.76%

6,940

年度

実績値①

入所待機者数（要介護3～5）②

見込量③（①＋②）

要介護認定者数（要介護3～5）④

需要率（③/④）

年度

　小規模な特別養護老人ホームに入所している要介護者に対し、できるだけ居宅の
生活への復帰を念頭に置いて、施設サービス計画に基づいて、入浴、排せつ、食事
などの介護、その他の日常生活の世話、機能訓練及び健康管理等のサービスを提
供します。【定員：29人】

R5

R2

152

160

312

6,561

4.76%

R3 R4

需要率②

見込量③（①×②）

現在の定員④

不足分（③－④）

（３）地域密着型特定施設入居者生活介護

　定員29人以下の小規模な有料老人ホームや養護老人ホーム、軽費老人ホーム
に入居している要介護者に対し、介護サービス計画（ケアプラン）に基づいて、機能
訓練や入浴、排せつ、食事などの介護及びその他の日常生活の世話などのサービ
スを提供します。【定員：29人】

年度 R2

実績値① 31

入居待機者数② 32

見込量③（①＋②） 63

需要率② 0.47% 0.47% 0.47%

見込量③（①×②） 63

（１）地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護（ミニ特養）

要介護認定者数（要介護3～5）① 6,660 6,797

（２）認知症対応型同生活介護（グループホーム）

R4 R5

要介護認定者数① 13,398 13,594 13,870

年度 R3

要介護認定者数④ 13,386

需要率（③/④） 0.47%

年度 R3 R4 R5

要介護・要支援認定者数① 17,324 17,581 17,908

要介護・要支援認定者数④ 17,231

需要率（③/④）

不足分（③－④） 34

7.10%

　軽度から中度の認知症高齢者等が共同で生活し、そこで食事、入浴、排泄などの
介護その他日常生活の世話及び機能訓練などのサービスを提供します。【定員：18
人】

年度 R2

実績値① 1,030

入居待機者数② 194

見込量③（①＋②） 1,224

35 36

需要率②

現在の定員④

64 65

1,069 1,069

不足分（③－④） 162 180 203

7.10% 7.10%

見込量③（①×②） 1,231 1,249 1,272

7.10%

1,069 現在の定員④ 29 29 29

・全ての待機者を解消するための施設数 ・全ての待機者を解消するための施設数
12施設 （203/18＝11.27）

・全ての待機者を解消するための施設数
2施設 （36/29＝1.24）

新規１施設及び既存の有料老人ホームからの転換１施設の整備

の意向有

6施設 （171/29＝5.89）

7円/施設×6施設＝42円

・介護保険料（月額）への影響

・施設整備の意向調査の結果

４施設の整備の意向有

→介護保険料の上昇を抑制するため、実現可能な整備数とする。

・影響額：7円/施設×4施設＝28円

・確保量：29人×4施設＝116人

・不足分の55人分（＝171人-116人）：有料老人ホームの空床（471床）を活用

4円/施設×12施設＝48円

・介護保険料（月額）への影響

・施設整備の意向調査の結果

３施設の整備の意向有

→介護保険料の上昇を抑制するため、実現可能な整備数とする。

・影響額：4円/施設×3施設＝12円

・確保量：18人×3施設＝54人

・不足分の149人分（＝203人-54人）：有料老人ホームの空床（416床）を活用

5円/施設×2施設＝10円

・介護保険料（月額）への影響

・施設整備の意向調査の結果

・影響額：5円/施設×2施設＝10円

・確保量：29人×1施設（新規分）＝29人

・不足分の7人分（＝36人-29人）：有料老人ホームの空床（267床）を活用

→介護保険料の上昇を抑制するため、実現可能な整備数とする。

第7期介護保険料基準額（月額）：6,679円

【整備数】 【整備数】【整備数】

第8期計画では4施設整備します。 第8期計画では3施設整備します。 第8期計画では新規施設１と既存施設1の計2施設整備します。
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〇需要率 単位：人 〇需要率 単位：人 〇需要率 単位：人

〇不足分 単位：人 〇不足分 単位：人 〇不足分 単位：人

〇不足分のサービス量を確保するための方策 〇不足分のサービス量を確保するための方策 〇不足分のサービス量を確保するための方策

実績値① 188 実績値① 34 実績値① 45

年度 R2 年度 R2 年度 R2

新規需要② 122 新規需要② 19 入院から在宅への移行分②

不足分（③－④）

現在の登録定員④

見込量③（①×②）

需要率②

要介護認定者数①

要介護・要支援認定者数④ 17,231 要介護認定者数④

見込量③（①＋②） 310 見込量③（①＋②） 53 見込量③（①＋②）

要介護認定者数④ 13,386

需要率（③/④） 0.40%

24

29

64

年度 R5R4R3 年度

13,398 13,594 13,870

109

13,386

13,398 13,594 13,870 要介護認定者数①

需要率（③/④） 0.81%

46

109 111 113

R3

17,324

1.80%

312

253

R3

53

0.40%

29

54

0.40%

29

55

0.40%

現在の利用実績④

見込量③（①×②）

67

（４）小規模多機能型居宅介護 （５）看護小規模多機能型居宅介護 （６）定期巡回・随時対応型訪問介護看護 （７）地域密着型サービス以外のサービス（既存施設の移転・増床）

見込量③（①×②）

需要率②

要介護・要支援認定者数①

年度 R5

0.81% 0.81% 0.81%

R4 R5

69

253

322

1.80%

17,908

現在の登録定員④

不足分（③－④）

需要率（③/④） 1.80%

59

R4

63

253

316

1.80%

17,581

63 6525 26 不足分（③－④）

需要率②

46 46

新規需要

＝（認定者数の増加分（H30～R2の平均）×在宅サービス

対象者数の割合×小多機※1利用実績/（小多機利用

実績＋看多機※2利用実績）
※1：小規模多機能型居宅介護

※2：看護小規模多機能型居宅介護

＝178人×81.0%×188人/（188人＋34人）

＝144人×188人/222人

＝122人

新規需要

＝（認定者数の増加分（H30～R2の平均）×在宅サービス

対象者数の割合×小多機※1利用実績/（小多機利用

実績＋看多機※2利用実績）
※1：小規模多機能型居宅介護

※2：看護小規模多機能型居宅介護

＝178人×81.0%×34人/（188人＋34人）

＝144人×34人/222人

＝22人 人

入院から在宅への移行分

H30～R7年度までの需要（8年間） 103人（青森県保健医療計画）

R3～R7年度までの需要（5年間） 103人×5/8＝64人

3事業所 （69/29＝2.37）

・全ての利用者をカバーするための事業所数

5円/事業所×3事業所＝15円

・介護保険料（月額）への影響

・施設整備の意向調査の結果

３事業所の整備の意向有

・影響額：5円/事業所×3事業所＝15円

・確保量：29人×3事業所＝87人

１事業所 （26/29＝0.89）

・全ての利用者をカバーするための事業所数

6円/事業所×1事業所＝6円

・介護保険料（月額）への影響

・施設整備の意向調査の結果

1事業所の整備の意向有

・影響額：6円/事業所×1事業所＝6円

・確保量：29人×1事業所＝29人

小規模多機能型居宅介護は、「通い」のサービスを含んでいる

ことから、新規需要には「地域密着型通所介護」及び「認知症

対応型通所介護」の需要を含む。

看護小規模多機能型居宅介護は、「通い」のサービスを含ん

でいることから、新規需要には「地域密着型通所介護」及び

「認知症対応型通所介護」の需要を含む。

定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、日中・夜間を通じて

提供するサービスであることから、入院から在宅への移行分に

は「夜間対応型訪問介護」の需要を含む。

２事業所 （67/４5＝1.48）

・全ての利用者をカバーするための事業所数

8円/事業所×2事業所＝16円

・介護保険料（月額）への影響

・施設整備の意向調査の結果

2事業所の整備の意向有

・施設整備の意向調査の結果

・ミニ特養の不足分：2施設、58人（29人×2施設）

→介護保険料の上昇を抑制するため、実現可能な整

備を認める。

広域型介護老人福祉施設の増床を認めます。

「通い」を中心に、利用者の様態や希望に応じて随時「訪問」

や「泊まり」を組み合わせて、入浴、排せつ、食事その他日常

生活上の世話及び機能訓練などのサービスを提供します。【登

録定員：29人】

医療ニーズの高い要介護者に対応するため、小規模多機能

居宅介護と訪問看護を組み合わせ、必要に応じ介護と看護を

一体的に行うサービスを提供します。【登録定員：29人】

要介護者の居宅での生活を支えるため、日中・夜間を通じて、

訪問介護と訪問看護が密接に連携しながら、短時間の定期巡

回型訪問と随時の対応等のサービスを提供します。【利用実

績（R2年度）：45人】

第8期計画では3事業所整備します。 第8期計画では１事業所整備します。 第8期計画では2事業所整備します。

・影響額：8円/事業所×2事業所＝16円

・確保量：45人×2事業所＝90人

①広域型介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

・介護保険料（月額）への影響

既存施設の移転・増床の意向有

【整備】

②介護老人保健施設・介護医療院

・介護医療院入所待機者：141人

・介護保険料（月額）への影響

・令和5年度不足分：144人

既存施設の転換・移転・増床等の意向有

・施設整備の意向調査

→介護保険料の上昇を抑制するため、実現可能な整

備を認める。

介護医療院への転換・増床を認めます。

【整備】

・影響額：令和6年4月開設予定であることから、

第8期中の保険料に影響なし

・影響額：0.9円/人×85人＝76.5円 ≒ 77

7円/施設×2施設＝14円

0.9円/人×144人＝129.6円 ≒ 130円

既存の特別養護老人ホームの移転・増床

（定員50人→80人 30人増、令和6年4月開設予定）

・既存の老人保健施設（定員64人）を介護医

療院に転換（令和3年5月開設予定）。

・転換後の介護医療院を移転・増床

（64人→100人 令和6年3月開設予定）。

・介護医療院（定員15人）を廃止し移転先へ

（令和6年3月廃止予定）。

→差し引き 85人増（100人-15人）

【整備数】 【整備数】【整備数】
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○基本的な考え方

○施設整備スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

(1) 地域密着型介護老人福祉施設入所者 公募（２） 施設等整備 開設

　　 生活介護 R3 R４ R5 公募（１） 施設等整備 開設

　　　（4施設） 2 1 1 公募（１） 施設等整備 開設

(2) 認知症対応型共同生活介護 公募（１） 施設等整備 開設

　　　（3施設） R3 R４ R5 公募（１） 施設等整備 開設

1 1 1 公募（１） 施設等整備 開設

(3) 地域密着型特定施設入居者生活介護 公募（１） 施設等整備 開設

　　　（2施設） R3 R４ R5 公募（１） 施設等整備 開設

1 1 0

(4) 小規模多機能型居宅介護 公募（１） 施設等整備 開設

　　　（3事業所） R3 R４ R5 公募（１） 施設等整備 開設

1 1 1 公募（１） 施設等整備 開設

(5) 看護小規模多機能型居宅介護 公募（１） 施設等整備 開設

　　　（1事業所） R3 R４ R5

1 0 0

(6) 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 公募（１） 施設等整備 開設

　　　（2事業所） R3 R４ R5 公募（１） 施設等整備 開設

1 1 0

7 5 3公募件数　合計

５　施設整備スケジュール

　施設整備の意向調査の結果を踏まえるとともに、介護保険料基準額の上昇を抑制するため、整備時期を平準化します。

地域密着型サービス
第8期 第9期
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６　日常生活圏域ごとの施設・事業所の整備状況（令和2年11月1日現在）

施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 事業所数 登録定員 事業所数 登録定員 事業所数
利用実績
（人/月）

事業所数 事業所数 施設数 施設数 定員 施設数 定員

1圏域 おきだて 1 29 1 29 4 63 2 9 346 2 33

2圏域 すずかけ 1 90 1 90 1 100 2 36 1 29 4 8 203

3圏域 中央 1 29 1 29 1 30 1 30 6 117 1 29 8 2 9 383 2 99

4圏域 東青森 1 100 1 9 5 90 5 9 254 3 57

5圏域 南 4 260 4 260 3 300 1 99 10 196 1 29 1 27 7 12 420 3 119

6圏域 東部 1 29 4 270 5 299 2 200 1 18 1 29 1 55 2 84 10 144 1 29 2 1 10 269 3 90

7圏域 おおの 1 29 1 29 5 81 2 58 7 1 9 340 2 146

8圏域 寿永 1 88 1 88 1 64 1 15 4 81 1 29 1 45 5 7 386

9圏域 のぎわ 1 14 2 86 3 100 1 100 7 135 1 25 5 1 12 290 1 15

10圏域 みちのく 1 29 1 29 1 100 4 72 1 25 4 15 389

11圏域 浪岡 1 50 1 50 2 118 3 54 1 5 176

6 159 13 844 19 1,003 12 1,082 2 33 2 108 1 29 2 85 3 114 60 1,069 9 253 1 27 1 45 49 6 105 3,456 16 559

【サービスの種類及び内容】 第7期計画の整備状況（平成30～令和2年度）

（単位：件）

整備済 整備中

広域型特養
密着型特養
（ミニ特養）

有料老人ホーム
認知症対応型
共同生活介護

（グループホーム）

小規模多機能
型居宅介護

看護小規模多
機能型居宅介

護

定期巡回・随
時対応型訪問

介護看護

夜間
対応
型訪
問介
護

密着
型通
所介
護

認知
症対
応型
通所
介護

施設・居住系サービス 在宅サービス（地域密着型サービスのみ記載）

地域密着型
サービス

地域密着型
サービス

地域密着型サービス

医療ニーズの高い要介護者に対応するため、小規模多機能居宅介護と訪問看護を組み合わせ、必要に応じ介護と看護を一体的に行うサービスを提供します。

要介護者の居宅での生活を支えるため、日中・夜間を通じて、訪問介護と訪問看護が密接に連携しながら、短時間の定期巡回型訪問と随時の対応等のサービスを提供します。

夜間において、定期的な巡回訪問又は随時の通報によりホームヘルパー（居宅介護支援員等）が居宅を訪問し、入浴、排せつ、食事等の介護などの日常生活上の世話、緊急時の
対応などのサービスを提供します（定期巡回・随時対応型訪問介護看護に該当するものは除く。）。

合計

圏域 包括名

居宅サービス介護保険施設 介護保険施設

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

計特定施設
密着型

特定施設
計

特定施設入居者生活介護

入院患者に、施設サービス計画に基づいて、療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護などの世話及び機能訓練その他必要な医療等のサービスを提供します。

有料老人ホームや養護老人ホーム、軽費老人ホームに入居している要介護・要支援者に対し、介護（予防）サービス計画（ケアプラン）に基づいて、機能訓練や入浴、排せつ、食事
などの介護及びその他の日常生活の世話、療養上の世話などのサービスを提供します。

定員29人以下の小規模な有料老人ホームや養護老人ホーム、軽費老人ホームに入居している要介護者に対し、介護サービス計画（ケアプラン）に基づいて、機能訓練や入浴、排
せつ、食事などの介護及びその他の日常生活の世話などのサービスを提供します。

軽度から中度の認知症高齢者等が共同で生活し、そこで食事、入浴、排泄などの介護その他日常生活の世話及び機能訓練などのサービスを提供します。

「通い」を中心に、利用者の様態や希望に応じて随時「訪問」や「泊まり」を組み合わせて、入浴、排せつ、食事その他日常生活上の世話及び機能訓練などのサービスを提供します。

内容

入所者に、施設サービス計画に基づいて、入浴、排せつ、食事などの介護、その他の日常生活上・療養上の世話、機能訓練及び健康管理等のサービスを提供します。

定員29人以下の小規模な特別養護老人ホームに入所している要介護者に対し、できるだけ居宅の生活への復帰を念頭に置いて、施設サービス計画に基づいて、入浴、排せつ、食
事などの介護、その他の日常生活の世話、機能訓練及び健康管理等のサービスを提供します。

入所者に、施設サービス計画に基づいて、看護、医学的管理下における介護、日常生活上の世話、機能訓練その他医療等のサービスを提供します。

主として長期にわたり療養が必要である者に、施設サービス計画に基づいて、療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日常生活
上の世話のサービスを提供します。

定員18人以下の小規模なデイサービスセンターで入浴、食事の提供や生活に関する相談等の日常生活上の世話のほか機能訓練などのサービスを提供します。

認知症高齢者等について、認知症の進行の緩和に資するように目標を設定し、デイサービスセンターでの入浴、食事の提供や生活に関する相談等の日常生活上の世話のほか機能
訓練などのサービスを提供します。

高齢者を入居させて、①入浴、排せつ・食事等の介護の提供、②食事の提供、その他の日常生活上の便宜としての③洗濯・掃除等の家事、④健康管理を行う施設です。

バリアフリーであることや生活相談サービスの提供があること等の基準を満たしていることを条件として登録された、高齢者向けの住宅です。

サービスの種類

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護

介護老人保健施設

介護医療院

介護療養型医療施設

特定施設入居者生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

有料老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

看護小規模多機能型
居宅介護

4

4

4

地域密着型介護老人
福祉施設入所者生活
介護

認知症対応型共同生
活介護

小規模多機能型居宅
介護

※1　（医）蛍慈会：令和3年度開設予定
　　　 （社福）慈青会：令和4年度開設予定
※2　（有）青森介護サービス：令和3年度開設予定

介護老人
保健施設

介護医療院
介護療養型
医療施設

計画数

1

1

計 14

サービスの種類

定期巡回・随時対応
型訪問介護看護

1

2

3

4

5

3 3

2 2

1

【参考】

1

サービス付き高齢
者向け住宅

※1

※2
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